
製品仕様「FireEye」

NXシリーズ/NX Essentialsシリーズ

■FireEye NXシリーズ
項目 NX2500 50Mbps NX2500 100Mbps NX 4400 100Mbps NX4400/4420 NX7400/7420 NX7500

通信量(目安) 50Mbps 100Mbps 100Mbps 250Mbps 1Gbps 1Gbps

4400 :4×10/100/1000BASE-T 7400 :4×10/100/1000BASE-T

4420 :4×1000BASE-SX 7420 :4×1000BASE-SX

管理ポート

寸法

重量 19kg 19.5kg

最大消費電力 501W 479W

■FireEye NX Essentialsシリーズ
項目 NX2500 50Mbps Essentials NX2500 100Mbps Essentials NX 4400 100Mbps Essentials NX 4400/4420 Essentials NX7500 Essentials

通信量(目安) 50Mbps 100Mbps 100Mbps 250Mbps 1Gbps

4400 :4×10/100/1000BASE-T

4420 :4×1000BASE-SX

管理ポート

寸法 2U　(43.7×71.1×8.7cm)

重量 19.5kg

最大消費電力 479W

※：NX Essentialsシリーズは、以下のCMシリーズ、EXシリーズとの連携機能等をサポートしておりません。ご留意ください。

EXシリーズ

■FireEye EXシリーズ
項目 EX3400 EX5400 EX8400/8420

Email量(目安) 150,000通/日 300,000通/日 600,000通/日

8400: 2×10/100/1000BASE-T

8420 :2×1000BASE-SX

管理ポート

寸法 2U　(43.7×71.1×8.7cm)

重量 14kg 15kg 19kg

最大消費電力 296W 468W 509W

CMシリーズ

■FireEye CMシリーズ
項目 CM4400 CM7400 CM9400

管理ポート

寸法 1U　(43.7×70.6×4.3cm)

重量 15kg

最大消費電力 313W 351W 565W
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ファイアウォール、IPS、アンチウイルスなど従来のシグネチャ・マッチングでは検知できず、すり抜けてしまうWebベースの未知脅威(サイバー攻撃)を検知するための脅威対策プラット
フォームです。高度な入口対策に加え、C&Cサーバへのコールバック通信も監視(出口対策)しており、サイバー攻撃のライフサイクル全般を監視することが可能なソリューションです。

本製品は、未知脅威の対策において、非常に優れたソリューションを提供いたします。本プラットフォームで使用されているサンドボックスは、複数に分割されて送り込まれる脅威（他社
製品のサンドボックスでは検出が困難な脅威）に対しても、マルチフロー解析（時系列で一連のファイルや通信を検査）機能により、検知することが可能なソリューションであり、未知の脅
威(サイバー攻撃)を、正確かつ速やかに検知し、セキュリティリスクを低減することが可能です。

アンチスパムやレピュテーションベースのセキュリティ対策では検知不可能な、スピア・フィッシング・メール(特定の人物を狙った標的型メール)をブロックするための脅威対策プラット
フォームです。  すべての添付ファイルを解析し、高度な標的型攻撃のスピア・フィッシング・メールを検知、隔離します。
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FireEye NX、EXシリーズの管理、レポート作成、データ共有を統合する集中管理プラットフォームです。本製品を使用することで、FireEye環境で自動生成された脅威情報をローカル環
境にリアルタイムに配信し、 ネットワーク全体で標的型攻撃を迅速に防御することができます。また、FireEyeの各脅威対策プラットフォームの構成、管理、レポート作成を一元化するこ
ともできます。
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